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蛋白質研究所（蛋白質構造生物学研究部門）・教授

蛋白質研究所(蛋白質化学研究部門)･教授 

蛋白質研究所(蛋白質構造生物学研究部門)・教授

大学院理学研究科(生物科学専攻)･教授 

大学院理学研究科(生物科学専攻)･教授 

 

大学院理学研究科(生物科学専攻)･教授 

 

蛋白質研究所(蛋白質構造生物学研究部門)･教授

蛋白質研究所(蛋白質高次機能学研究部門)･教授

蛋白質研究所(蛋白質化学研究部門)･教授 

蛋白質研究所(附属ﾌ゚ ﾛﾃｵﾐｸｽ総合研究ｾﾝﾀー )･教授

大学院理学研究科(生物科学専攻)･教授 

蛋白質研究所(蛋白質化学研究部門)･教授 

大学院理学研究科(生物科学専攻)･教授 

大学院理学研究科(生物科学専攻)･教授 

 

蛋白質研究所(蛋白質高次機能学研究部門)･教授

 

蛋白質研究所(附属ﾌ゚ ﾛﾃｵﾐｸｽ総合研究ｾﾝﾀー )･教授

 

蛋白質研究所(蛋白質化学研究部門)･教授 

大学院理学研究科(生物科学専攻)･教授 

大学院理学研究科(生物科学専攻)･教授 

蛋白質研究所(蛋白質高次機能学研究部門)･教授

大学院理学研究科(生物科学専攻)･教授 

 

蛋白質研究所(附属ﾌ゚ ﾛﾃｵﾐｸｽ総合研究ｾﾝﾀー )･教授

 

大学院理学研究科(生物科学専攻)･教授 

 

蛋白質研究所(附属ﾌ゚ ﾛﾃｵﾐｸｽ総合研究ｾﾝﾀー )･教授

 

蛋白質結晶学・理学博士 

蛋白質化学・理学博士 

NMR構造生物学・理学博士

植物分子生物学・理学博士

分子生物学・薬学博士 

 

生化学・理学博士 

 

生物物理学・理学博士 

分子生物学・理学博士 

生物化学・理学博士 

蛋白質化学・理学博士 

分子生理学・理学博士 

生物化学・理学博士 

比較動物学・理学博士 

植物生態生理学・理学博士

 

生化学神経科学・医学博士

 

生物物理学・理学博士 

 

生物化学・理学博士 

構造生物学・理学博士 

分子生物学・理学博士 

分子神経生物学・医学博士

細胞生物学・理学博士 

 

蛋白質化学、構造生物学・

理学博士 

発生生物学・理学博士 

 

構造生物学、蛋白質結晶

学・理学博士 

 

拠点形成の総括と超分子複合体の構造と作動原理の解明 

オルガネラを構成する蛋白質合成法の開発 

ｴﾈﾙｷ゙ ｰ変換超分子装置の作動原理のNMRによる解明 

植物におけるホルモンによる情報伝達の分子装置の解明と再構成 

生体膜輸送におけるエネルギー転換と制御に関わる因子の探索と作

動機構 

高度好熱菌DNA修復系酵素群の原子構造にもとづく機能発現原理の

系統的解明 

生体超分子の構造形成の原理と機能的アセンブリー 

遺伝情報の交換反応である相同組換えの分子ﾒｶﾆｽ゙ ﾑ 

細胞接着を制御する細胞内骨格・情報伝達制御システムの解明 

蛋白質の発現プロファイルと翻訳後修飾の解析 

染色体複製と分配に関わる超分子装置の解明と再構成 

修飾ﾇｸﾚｵｿー ﾑ複合体を基質としたDNAメチル化形成機構の解明 

動物界における多様性と共生に関する情報の集積とその解明 

生命エネルギー生産系の環境応答における情報伝達 

 

哺乳類の体内時計の分子機構の解析 

 

蛋白質立体構造データベース解析に基づく、蛋白質間相互作用部位

とその複合体構造の予測法の開発 

光合成エネルギー代謝の超分子装置の解明 

電子伝達系蛋白質の原子構造に基づく機能の解析 

真核生物の遺伝情報複製開始装置の分子的解明と再構成 

神経細胞の分化と死の超分子装置の解明 

細胞膜修復に関わる超分子装置の解明 

 

受容体蛋白質のリガンド認識機構とその構造変化とカップルしたシ

グナリング機構の解明 

動物の卵内で母性RNAの局在化を引き起こす細胞内超分子装置の解

析 

生体超分子複合体の構造解析と脳・神経系の構造プロテオミクス 

５．交付経費（単位：千円）千円未満は切り捨てる （  ）：間接経費 

年  度(平成) １ ４ １ ５ １ ６ １ ７ １ ８ 合  計 

交付金額(千円) 131,000 85,000 85,000 
78,000 

（7,800） 
71,650 

（7,165） 
450,650 

（14,965） 

大阪大学（A16）―1頁 



 
 

様式２ 
【公表用】 

６．拠点形成の目的 

ゲノム及びポストゲノムプロジェクトの網羅的研

究より、人類は生命の根本原理の完全理解に迫ろうと

している。この新局面を向かえた生命科学では、遺伝

子とその主要産物である蛋白質の1:1対応を基盤とし

た研究はもとより、個々の蛋白質が生体内で素子とし

てはたらく超分子装置の構造と機能及びその構築原

理の解明が最も重要な研究課題の一つになると考え

る。この新分野の発展を先導するためには、構造生物

学を基盤にした、生物学、化学、物理学、情報科学に

またがった新規の基礎総合科学としての取り組みが

不可欠である。このような認識の下、拠点プログラム

「細胞超分子装置の作動原理の解明と再構成」を策定

した。地球上の細菌からヒトにまたがる多様な生物種

に普遍的な情報･エネルギーに関わる生命現象を対象

とし、その生物機能を統御する超分子装置群の構造と

機能を解明し、さらにこれらの生物学的・化学的復元

再構成を目指す。 

 超分子装置として、複数の蛋白質素子で構成される

複合体から分子科学的研究の進んでいない染色体や

細胞内小器官を構成する超巨大構造までを視野に入

れる。そして、分子・原子レベルで得られる構造情報

をもとに分子間相互作用の詳細と未知なる構造の構

築原理を探求する。これからの生命科学では、対象個

別的なマクロ・ミクロの構造・機能研究と機能プロテ

オミクス研究に代表される網羅的な情報を扱うバイ

オインフォマティクス研究とを統合した研究展開が

重要であり、超分子装置の作動原理の解明はこのよう

な新しい方法論で達成できる研究課題であると考え

る。本拠点はこれが可能な国内外に比類の無い組織で

あり、生体分子研究の新しいパラダイムを創成できる

と考える。 

教育面においては、超分子装置を共通のキーワード

として、生物学から物理化学や情報科学にまたがるカ

リキュラムを設定し、学際的な大学院教育を実施する。

そして、当該組織のこれまでの国内外における研究交

流の実績を基盤として、学生や研究者の派遣・受入を

広く行う体制を整える。そして、生命現象の理解を分

子・原子レベルまで深化できる能力を身に付けた、国

際的に活躍できる研究者を育成する。これは従来の生

命科学系の大学院教育とは一線を画した教育拠点構

想であり、社会的意義は大であると自負する。 

 本拠点を構成する蛋白質研究所と理学研究科生物

科学専攻は、半世紀前の創設時より化学・生物学の垣

根を取り払った分子レベルの生命科学研究を一貫し

て展開してきた。これまでそれぞれの組織の特徴を生

かした研究を着実に積み重ねてきており、時代を代表

する成果も生み出してきた。この伝統を踏まえた現在

の構成員の研究実績と、カバーする研究分野の広範囲

性及び保有する施設・設備の高水準性を鑑みると、両

組織の連携により新しい卓越した国際的研究教育拠

点を形成できると確信する。 

 

７．研究実施計画 

 本拠点では、細胞の生命活動の中軸をなす超分子装

置を、エネルギー変換、情報変換、染色体機能の３つ

の対象に区分し、それらの生物学研究を行うグループ

と構造解析、合成・再構成、インフォーマティクスを

行うグループとが連携して事業を推進する。個々の研

究の段階を整理すると、１）超分子装置を構成する素

子の探索･同定と相互作用の解析、２）超分子装置の

構造解明、３）超分子装置素子の人工合成と再構成、

４）理論的解析、に区分される。研究対象によっては、

すでに詳細な構造解析や再構成が実施できる段階に

入っており、その作動や構築の原理が具体的に議論す

るようになっている。まだこの段階には至っていない

が、重要な超分子の存在が明確になっているものも数

多くある。事業実施期間内に、これらの蓄積しつつあ

る新たな知見・着想を、本拠点組織内の連携を通して

統合・高度化し、新たな細胞超分子装置の分子･原子

のレベルの具体像として提示する。そして、再構成に

よる実験的解析や理論的考察が可能となる段階にま

で発展させることが研究の中心になる。構造生物学の

方法論や知見が生物学の新しい発想や展開をもたら

すことを具体的な成果を通して提案する。 

 

 

この課題達成の取り組みとして、１）放射光ビーム

ライン、NMR、質量分析装置による構造解析の手法の
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開発と機器のハード、ソフト両面からの整備と性能向

上、２）新規の細胞超分子装置を構造解析に適した物

質として調製する方法論の開発や工夫、を事業推進担

当者それぞれの得意分野で実施し、それらの知見を拠

点内で共有･活用する体制を作り上げる。具体的には、

１）に対しては、生体超分子構造解析ビームラインを

高度化し、微細結晶からの回折強度データを高精度で

収集できるシステムの開発、膜結合状態での蛋白質を

固体NMRにより構造解析できるシステムの開発、網羅

的同定のための質量分析法とデータベース検索ソフ

トの開発、を中心的に実施する。２）に対しては、こ

れまで行ってきた構造解析のための試料調製のノウ

ハウを活用する。また、微細結晶の成長具合を簡単に

評価できるシステムを導入し、結晶化プロセスの迅速

化を図る。これらに加え蛋白質構造データベースの充

実･拡大化は継続的に行う。 

質量分析

NMR（固体、液体）

プロジェクトの研究実施体制

X線（SPring-8）

理論計算-情報科学

質量分析

NMR（固体、液体）

プロジェクトの研究実施体制

X線（SPring-8）

理論計算-情報科学

 

 

８．教育実施計画                                  

細胞超分子装置を共通のキーワードとして、生物学

から物理・化学や情報科学にまたがるカリキュラムを

実施し、さらに当該組織の国内外との研究交流の実績

を基盤に、広く学生・研究者を受入・派遣する体制を

整える。生命現象を分子・原子のレベルにおいて深く

理解し、国際的な枠組みで活躍するために必要な積極

性と高度な研究能力を持った若手研究者の養成を目

指す。 

大学院生や若手研究者の自由な発想と情報・技術の

進歩が重要であり、これが拠点全体のレベルアップの

基礎であると認識している。また、関連する国内外の

先端的研究の成果をシンポジウムやワークショップ

により速やかに拠点内に浸透させる。このような新し

い大学院教育を包括的に検討するため、COE拠点に教

育を担当する委員を選び、従来の大学院教務委員会と

合同した委員会を組織する。 

8-1．教育カリキュラム 

 大学院基礎教育：大学院カリキュラムの充実を行う。

COE拠点構想以前のカリキュラムでは、２年間に８分

野の生物科学特論の講義を実施していたが、COE拠点

形成後は、蛋白質研究所の全教員が講義に参加して、

情報科学（基礎生物情報学、生物情報学）や蛋白質機

能学、生体機能分子化学、酵素構造機能学、蛋白質構

造学などの生物から物理・化学にまたがる分野の講義

を大幅に拡充する。今後さらに見直しも含め、幅広い

視野を持った研究者を育成するためのカリキュラム

の充実を図る。また、将来の科学者として必要最低限

の英語の能力を身につけるための新しい科学英語の

講義を開講する。これはいわゆる科学英語論文講読で

はなく、自らが英語を用いて発信するために必要な具

体的能力を培うことを目的とするものである。科学英

語Academic Communication Skillsでは英語によるプ

レゼンテーション（特に口頭発表）を、COE特別カリ

キュラム（集中講義）として導入する。科学英語作文

技術Intensive English Compositionでは、論文作成

技術を中心に教育する。両講義ともに英語を母国語と

する外国人教員により講義を行う。 

 大学院展開教育：後期課程の院生が他分野の最先

端研究にふれるためのカリキュラムを制度化する試

みとして、いくつかのワークショップを行う。細胞生

物学ワークショップでは、細胞を見る技術の基礎から

１分子観察・ＦＣＳなど究極の技術の習得までをシリ

ーズ形式で行う。構造生物学を対象にしたSPring-8の

ワークショップやプロテオミクス研究を対象にした

ワークショップを蛋白質研究所セミナーの一環とし

て開催し、若手研究者や学生の間に実践的なノウハウ

を伝え構造解析の意欲を活発化させる。このような研

究活動の高まりの中で実践的な経験を積めば、今後の

生物学の色々な学問分野において指導的立場、あるい

は独創的立場で活躍できる次世代の人材が育つと考

える。 

 国際教育：海外のトップクラスの研究者を迎え特別

講義やセミナーを計画する。また、海外で活躍してい

る日本人研究者を招待して海外での研究生活などを

語って頂き、研究者を目指す大学院生のモチベーショ

ンを高める工夫をする。ワークショップを企画して海

外から一線の若手研究者を招待し、国内に広く若手研
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究者を募集して特定のテーマについて英語のみによ

る発表と討論を体験させる。さらにCOE国際シンポジ

ウムにおいては、大学院生がポスター発表する機会を

設けて海外からの一線の研究者と討論させる。後期課

程の大学院生を海外研究機関に短期派遣するPreDoc

制度を導入し、大学院生を１－３ヶ月間海外の研究室

に派遣するプログラムを実施する。海外での学会発表

については、従来より大学院生を積極的に派遣してい

るが、COE事業では一層活発化するよう支援する。さ

らに国際的な交流を促進するために海外拠点校を締

結することも念頭に入れる。 

8-2．研究教育支援 

 COE研究員：拠点のプロジェクト研究を推進し、ま

た研究者としての意識を高めるため、大学院後期課程

の院生を対象としたCOEリサーチアシスタント制度

（RA）を導入する。RAの選定にあたっては書類による

審査を行うこととし、COE教育委員会がこれにあたる。

定期的に院生の業績発表会を行い、支援を受けている

RAを中心として発表を義務づける。この制度は博士学

位取得のためにも有効に機能するように、RA業務と博

士研究の有機的な連携を工夫する。発表会ではベスト

発表賞などを企画し、より高いレベルの研究を目指す

モチベーションを与える。また、優秀な若手研究者を

COE特任助手・博士研究員として採用する事により、

研究プロジェクトの推進を加速すると共に、若手研究

者のさらなる能力開発を目指す。 

 

９．研究教育拠点形成活動実績 

 

①目的の達成状況 

1) 世界最高水準の研究教育拠点形成計画全体の目的

達成度 

 拠点形成の目的の達成度を以下の項目について点

検し、それらを総合して目的達成度は、1から4までの

評価段階にうち、「2.想定通りの成果をあげた」と自

己評価した。 

 研究活動の目的達成度は次の4点の観点から検討し

た：(a)細胞超分子装置の同定と構造・機能が解明さ

れたかどうか、(b)細胞超分子装置の生物学的、化学

的再構成がなされたかどうか、(c)基礎総合科学とし

ての研究展開が行われたかどうか。(d)国内外へ情報

発信されたかどうか。(a)から(c)は本拠点活動の根幹

をなす観点であり、後述するように想定通りの成果が

得られていると判断する。(d)については、一般的な

シンポジウム等の開催に加え、本拠点の特色として教

育面とも関連するが、細胞生物学ワークショップがあ

る（後述参考）。 

 教育面においては次の３点から検討した：(e)学際

理学の大学院教育が行われたかどうか、(f)大学院生

の国際的活動が推進されたかどうか、(g)構造生物学

を基盤にした生物学研究の意識が育ったかどうか。

(e)と(f)については、これも後述するように十分な活

動が行われ、想定通りの成果があったと認識する。

(ｇ)については以下のような状況である。これまでは、

生命現象を原子レベルで捉え、観ることの重要性は感

じつつも、自分にとっては「構造は難しくてできない

から・・・」と諦めていたのが、５年間の拠点活動の

結果、「構造をやって解決するならやろう」の意識が

大学院生も含めた拠点全体に広まり、定着しつつある。

このような積極的な視点や研究姿勢を各人の研究に

取り入れるようにすることが本拠点の所期の目的で

あり、この意味において拠点活動は成功であった。し

かし、もう一段高い意識，すなわち「構造研究が対象

とする生理機能の理解に新概念をもたらす」との研究

姿勢が定着したかどうか、この具体的事例はまだ少な

く、本拠点の今後の重要な使命として持ち越されたと

認識している。 

2)人材育成面での成果と拠点形成への寄与 

本プログラムの拠点専攻である生物科学専攻の母

体となる理学部生物学科の学生定員は２５名（2006

年現在）にすぎず、大学院前期課程の定員４６名の５

０％以上の院生は他大学出身となる。大学院入試につ

いても生物、化学、物理、いずれの科目からも受験出

来る様に配慮しており、多様なバックグラウンドを持

つ院生を受け入れるようにした。本専攻は５年一貫性

の大学院ではなく、後期課程から入学してくる学生も

多くいる。後期課程の大学院生の教育については大学

院教育の高度化として異なる研究分野の交流を進め

るため、本プログラムのRA制度を積極的に活用してお

り、平成１７年度から始まった大学院教育イニシアテ

ィブプログラムと連携してさらに国際的な研究者養

成を目指している。 

生物科学専攻の後期課程を修了し、博士学位を授与

された数は本プログラムが始まった平成１４年から

の総計は１２２名となる。学位取得申請者は第一著者

として査読付の雑誌に論文を発表することが義務づ

けられており、多数の主要ジャーナルに博士論文の研

究成果が発表されている。本プログラム実施期間中に

博士号を取得した卒業生についても殆どがポスドク

を含めた研究職に就いている。拠点内・外の大学研究
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機関に常勤職員として採用された例も少なくない。ま

た、アカデミックな研究職に加え、企業の研究所への

就職も増加している（報告書様式4参照）。 

3)研究活動面での新たな分野の創成と、学術的知見等 

 (a)細胞超分子装置の同定と構造・機能が解明され

た。 

 複数の蛋白質により形成される複合体、リガンド親

和性の制御能をもつ受容体蛋白質、膜蛋白質複合体、

巨大ウイルス粒子について、構造・機能研究が重点的

に行われた。高精度の放射光X線結晶解析、溶液・固

体NMR解析、電子顕微鏡による単粒子解析、精密質量

分析による斬新な方法論が開発、適用された。 

 (b)細胞超分子装置の生物学的、化学的再構成がな

された。 

 ホルモン・細胞分化・体内時計の情報伝達系、染色

体複製・組換えとエピジェネテック修飾系、アミロイ

ド繊維の成り立ちについて、in vivo/in vitroの実験

で生物学的な解析と再構成が行われ、それぞれの系を

特徴づける超分子装置の実体が解明された。オルガネ

ラ膜蛋白質の膜貫通ドメインの化学合成法の開発が

行われた。これらの成果は、本拠点の多様な研究遂行

能力により達成されたものであり、想定通りの業績で

あると判断する。ただし、複数の蛋白質素子を用いて

超分子装置全体を物質化学的に人工復元することに

は至っていない。これは想定以上であろうが、今後の

挑戦的は研究課題であると認識する。 

 (c)基礎総合科学としての研究展開が行われた。 

 上記の成果は生物学から化学、物理化学にまたがる

実験科学としての研究によって得られたものであり、

その内のいくつかは後に記述するように事業推進担

当者の連携により生み出されている。さらに、立体構

造データベースの高度化とそれに基づく蛋白質間相

互作用と複合体構造のバイオインフォーマティクス

研究の成果は、計算科学による新しい研究視点をもた

らした。これらは、生物学に基礎総合科学としての研

究が実践されたものであり、本拠点の目指した研究組

織が出来上がったと判断する。 

4)事業推進担当者相互の有機的連携 

生物科学専攻と蛋白質研究所に所属する２４人の

研究推進担当者は、8つの研究分野にまとまって大学

院学生の教育研究を行っている。このCOE拠点活動で

は分野間にまたがった様々な共同研究プロジェクト

が立案・実施された。特に中間評価後はこの動きが活

発化し、このプロジェクトを担当する大学院学生や若

手研究者が日常的に複数の研究室に出入りしながら

分野間にまたがった研究を行い、下図に示すような多

くの成果が生み出された。 

植物科学
動物発生進化学

神経生物学

分子細胞生物学
情報伝達学

蛋白質機能学

蛋白質構造情報学 化学生物学

21世紀COE拠点内共同研究ネットワーク

（A)
（B)

（C
)

（D)

（E)
（F) （G)

（H) （I)

（J)

植物科学
動物発生進化学

神経生物学

分子細胞生物学
情報伝達学

蛋白質機能学

蛋白質構造情報学 化学生物学

21世紀COE拠点内共同研究ネットワーク

（A)
（B)

（C
)

（D)

（E)
（F) （G)

（H) （I)

（J)

 

 共同研究ネットワーク(A)〜(J)の代表的テーマと

成果は以下の通りである。 

(A)フェレドキシン：NADP＋還元酵素のフォールディン

グ、Lee et al. J.Biol.Chem.282,5959-5967(2007) 

(B)インテグリンのリガンド結合特異性および活性制

御機構:Nishiuchi et al. Proc.Natl.Acad.Sci.USA. 

102,1939-1944(2005) 

(C)アミロイド線維の構造と物性:Kihara et al.J.Biol. 

Chem.281,31061-31069(2006)、Standley et al. FEBS Lett. 

580,6199-6205(2006) 

(D)アミロイド線維のNMR解析:Iwata et al. Proc.Natl. 

Acad.Sci.USA,103,18119-18124(2006)、フェレドキシン

の修飾構造:Shirakawa et al.Biochemistry,44,12402- 

12410(2005) 

(E)光合成蛋白質群の分子間相互作用:Saitoh et al. J. 

Biol.Chem.281,10482-10488(2006) 

(F)生体組織のプロテオミクス解析:Okumura et al. 

Proteomics,5,2896-906 (2005)、神経細胞由来ヒストン

の修飾構造:Hirota et al. Rapid Commun.Mass Spectrom. 

17,371-376(2003) 

(G)植物グルタミン合成酵素の原子構造:Unno et al. J. 

Biol.Chem.281,29287-29296(2006) 

(H)複製因子GINSの電子顕微鏡による構造解析:Takase 

et al.Genes Dev.17,1141-52(2003) 

(I)インテグリンのリガンド結合特異性および活性制

御機構:Nishiuchi et al. J.Biochem.134,497-504(2003) 

(J)オレキシンAの溶液構造と受容体結合Takai et al. J. 

Pept.Sci.12,443-454(2006) 

5)国際競争力ある大学づくりへの貢献度 

 事業推進担当者は大学院生を巻き込む形で多

くの国際共同研究を行ってきた。14カ国、49件の

大阪大学（A16）―5頁 



 
 

様式２ 
【公表用】 

プロジェクト（アメリカ22、イギリス9、フランス3、

韓国3、イタリア2、フィンランド２、エストニア・オ

ーストラリア・オーストリア・キューバ・スイス・ス

エーデン・シンガポール・リトアニア各1）が完了、

あるいは進行しており、21COEの研究期間内に54

編の国際共著論文が発表されている。海外から研

究者を招聘し、また拠点の大学院学生が共同研究

推進のため海外派遣されており、このような国際

ネットワークを活用した実践的な国際的研究教

育が日常的に行われた。これまでも蛋白質研究所

は国内外の共同利用研究所として活動しており、

海外からも特色のある卓越した研究組織である

との国内外から認識はあったが、本拠点全体とし

て教育面も含めて大阪大学の国際性の向上に寄

与している。 

6)国内外に向けた情報発信 

教育研究のグローバル化は本COE拠点の重要な

事業である。国際シンポジウムやワークショップを

開催して、世界的ネットワークの拠点としての位置付

けを国内外に発信した。また、本COEプログラム予算

のみならず、その他経費を活用して世界各地から外国

人若手研究者や著名研究者の招聘・共同研究を実施し

てきた。本拠点が主催して以下のようなCOE国際シン

ポジウムやワークショップを開催した。 

(1)COE国際シンポジウム2006「Chromatin Signaling 

Symposium」, 2006年11月2日-3日, 千里ライフサイ

エンスセンター、(2)COE国際シンポジウム2005

「Assembly and Reconstitution of Membrane Proteins 

and Cellular Molecular Machineries」、2005年11月

7日-8日、大阪大学銀杏会館、(3)COE国際シンポジウ

ム2004「Frontier of Proteomics: Aims and 

Perspective」、2004年11月15日-16日、千里阪急ホテ

ル、(4)COE国際シンポジウム2003「Proteomics 

Research for Macromolecular Assemblies of Proteins 

and Biological Compounds」、2003年10月27日-28日、

千里阪急ホテル、(5) COE国際ワークショップ「The COE 

workshop on chromosome structure and DNA repair」、

2005年11月18日、蛋白質研究所構造、(6) COE国際ワ

ークショップ「Molecular Biology Workshop」、2003

年11月8日-9日、大阪大学銀杏会館 

7)拠点形成費等補助金の使途について（拠点形成のた

め効果的に使用されたか） 

 2002年10月から交付が開始された１年目の補助金

総額（131,000千円）は、研究基盤整備のための設備

備品費（約57,000千円）と消耗品（約51,000千円）、

RA雇用（約16,000千円）に大部分を充当し、拠点の速

やかな立ち上げを実行した。２年目以降からは、本拠

点で重視したRA雇用とCOEポスドク・研究支援者の雇

用に多くの予算を充当（それぞれ全予算の40–30％前

後に相当）し、拠点事業を教員、研究員、学生が一体

となって取り組む組織が出来上がった。消耗品費等の

事業推進費に加え、学生の海外派遣、外国人からの招

聘、英語や国際教育、RA研究発表会、会議等に補助金

を活用した。ただし、2目年目以降の予算額が1年目に

比べ大幅に減額し（131,000千円から85,000千円— 

71,650千円まで年度進行に伴い減）、事業推進費の不

足が本拠点の当初計画に多大な影響を与えたが、その

他予算を活用して拠点としての活動性の低下を招か

ぬ努力を行った。なお、４年目、５年目は事業推進費に

も相当の予算を配置した。拠点形成費等補助金により、

従来の資金では困難であった大学院生のRA雇用や海

外派遣が可能になったことは、大学院学生、研究員、

教員が一体となった拠点としての組織的な事業展開

には極めて有効であったと考える。 

 

②今後の展望 

21世紀の生命科学の中心の一つが蛋白質研究であ

ることは広く認知され、研究資金も投入され、研究

成果や新しい人材に対する一般社会からの期待も大

きい。歴史と実績を持つ生物科学専攻と蛋白質研究

所の両組織が、この状況を冷静に踏まえて、次世代

を引き継ぐ大学院生の教育を着実に行うことは極め

て重要であるとの考えが拠点の立案の基盤にあった

が、COE拠点活動が終了した現在においても、この考

えは当を得ていたと再認識している。教育と研究に多

大な役割を果たすことのできるシステム作りが進ん

だが、今後は更にこれを継続発展させながら多くの成

果が上がる組織としてあり続ける。 

 研究の進歩や機器の性能向上のスピードはきわめ

て早い。COE拠点としての先端性を維持する不断の努

力と多くの共同研究の一層の推進が重要であり、実行

している。本拠点内の最先端の装置であるSPring-8ビ

ームライン、固体NMR装置、蛋白質データベースの共

同利用も引き続き責務であり、国際的研究拠点として

さらなる発展を目指す。 

 

③その他（世界的な研究教育拠点の形成が学内外に与

えた影響度） 

 わが国の生命科学の将来を左右する構造生物学の

研究拠点としての活動が期待され、それに応えてきた。
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学外との構造解析に関する共同研究や若手教員や研

究員等の人材交流の拠点となっている。学内では平成

20年度から理学部生物科学科に物理学、化学、数学を

重視した生命理学コースが設置されるが、この新コー

スの教育理念は学際理学の生命科学であり、本拠点の

目的と合致するものである。拠点の先端的基礎生命科

学としての活動がこのようの学部教育にも反映でき

ると思われ、今後短期的、中期的な波及効果が期待さ

れる。 
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機関名： 大阪大学  拠点番号： Ａ１６    ２１世紀ＣＯＥプログラム委員会における事後評価結果                 （総括評価）  設定された目的は概ね達成され、期待どおりの成果があった （コメント） 本プログラムは構造生物学の拠点形成、研究推進と人材養成を目的とするものである。 貴学の各部局間の有機的連携は、ＣＯＥのスタート前から比較的良いが、今回のプログラムの進行によって、異分野間交流が加速され、新たな分野の創成に至っている。 構造生物学の研究教育拠点として必要な研究教育環境の整備など着実に進歩が見られ、学術研究にも、それが反映されて極めて高い成果が得られている。学内共同論文が出はじめていることに加え、国際共同研究の成果が共同論文として出版されている。多くの注目すべき成果が報告されており、タンパク質の立体構造に立脚して、生命現象の基幹となる多くの素反応の機構を原子レベルで解析し、基礎生物学の多分野にわたり新たな知見を与える一方で、疾病に関わる現象の分子機構を解明している。これらの輝かしい成果に安住せず、事業推進担当者自らが述べているように、「構造研究が、対象とする生体分子の生理機能に新概念をもたらす具体例を示すこと」が本拠点の今後の課題であり、補助事業終了後の課題を明確に自覚している点も評価できるが、この点についての具体的な成果が求められる。 人材育成に関しても、よい条件に恵まれ他大学出身者を吸引できるとはいえ、博士課程定員が高い充足率を維持し続け、本事業の成果報告に記載された原著論文のほとんどすべてが大学院生を筆頭著者としているなど申し分ない成果を挙げている。 補助事業終了後の持続的展開については、大学からの積極的な支援も含め、具体的な計画を明確にすることが望まれる。   

 


